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§１．研究実施体制 

 

（１）野田グループ 

① 研究代表者：野田 五十樹 （（独）産業技術総合研究所サービス工学研究センター、研究チ

ーム長） 

② 研究項目 

・シミュレーション実行計画機構の設計・実装 

・全体調整とパッケージ統合 

 

（２）伊藤・和泉グループ 

① 主たる共同研究者：伊藤 伸泰 （東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻、准教授） 

② 研究項目 

・シミュレーション結果管理マネージャの設計・実装 

 

（３）服部グループ 

① 主たる共同研究者：服部 宏充 （京都大学大学院情報学研究科、助教） 

② 研究項目 

・エージェントモデル選択機能の実現 

 

（４）井手グループ 

① 主たる共同研究者：井手 剛 （IBM T. J. Watson Research Cente, Supplemental 

Research Staff Manager） 

② 研究項目 
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・エージェントシミュレーション分散実行基盤とパラメータ分析・推定機構の開発 

 

（５）鎌田グループ 

① 主たる共同研究者：鎌田 十三郎 （神戸大学大学院システム情報学研究科講師） 

② 研究項目 

・分散エージェントシミュレータのための言語処理系の移植および高速化 

 

（６）理研グループ 

① 主たる共同研究者：伊藤 伸泰 （（独）理化学研究所計算科学研究機構離散事象シミュレー

ション研究チーム チームリーダ） 

② 研究項目 

・大規模社会シミュレーション実行計画機構の開発およびペタスケール計算機によるポストペ

タ実証研究 

 

 

§２．研究実施の概要 

 

このチームでは、社会シミュレーションを大規模かつ簡易に実施できるようにすることで、社会シ

ステムやサービスの工学的な設計を実現することを目指しており、そのために、想定外をできるだ

け減らしてシステムやサービスの頑健性を確保する、多様な状況を計画的かつ網羅的にシミュレ

ーションする枠組み(MASS 計画・管理モジュール)と、大都市など多数の人々を一度に扱うための

計算量のスケーラビリティをHPCの上で扱う基盤(MASS分散実行ミドルウェア)を開発している。 

本年度は、MASS計画・管理モジュールについては、非常に多数の組み合わせとなる設定群の

シミュレーションの結果管理と実行計画を統一的に行う枠組みのプロトタイプとして、OACIS(図 1)

を構築した。OACIS は、数千程度のシミュレーションを実行管理し、数十万程度の実行結果の管

理を行う機能を有しており、データベースを中心に webアプリケーションの形をとり、バックエンドの

HPC を呼び出す形式となっている。ユーザはブラウザ画面から、バックエンドや使用するシミュレ

ータ、設定条件などを操作する形式をとる。 

OACISにおいて計画的かつ網羅的にシミュレーション設定を選ぶ仕組みとしては、実験計画法

に三分探索と強化学習の手法を組み合わせた探索方式をモジュールとして組み込んだ。これによ

り、膨大な設定の組み合わせの中で、社会システム分析の上で重要となる設定を早期に洗い出せ

ることが可能となる。 

MASS 分散実行ミドルウェアについては、並列分散プログラミング言語 X10 について、ターゲッ

トプラットフォームの１つである京/FX10 における動作安定化と性能評価・チューニングを行なった。

ベンチマークとしては SC13 にて開催された 2013 HPC Challenge Class 2 Awards に参加し、

finalist となった。特に Betweenness Centrality という不規則計算を扱うプログラムでは、1024 

nodes (8192 places) までのスケーラビリティにおいて、ほぼリニアな性能向上が得られた(図 2)。 

エージェントシミュレーション分散実行基盤 XAXIS については、大規模環境における実行性能
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を示すため、全日本道路ネットワークと 1000 万車両、そして 256 ノードから構成されるスーパーコ

ンピュータを用いて評価を行った。その結果、Native X10 版交通シミュレータでは、実時間の 10

倍のリアルタイム性を実現した。同様に BlueGene/Q においても日本全国、1000 万車両の動作

を確認した。 

これら開発した枠組みを用いて、経済・人流・交通を対象として大規模シミュレーションを行い、

機能の検証を行うとともに、実問題における実用性を示した。たとえば経済シミュレーションでは、

日本取引所グループの東京証券取引所との共同研究で、株価の変動に対して適正な最小取引

価格の閾値を、パラメータの網羅的シミュレーションにより求めることに成功した(図 3)。この他、人

流シミュレーションでは鎌倉市の海岸地域を対象とした避難訓練支援に、交通シミュレーションで

は広島市やナイロビ市を対象として道路計画や信号制御の改善・検証に有効に使えることを示し

た。 

 

 
図 1  MASS計画・管理モジュール OACIS 

 

 
図 2  X10移植におけるスケーラビリティ 

 
図 3 人工市場シミュレーションによる適正

最小取引価格の閾値決定 
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§３．成果発表等 
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